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派遣区分 所属部局等 職名等 氏　　　　名 主な訪問機関・国等
研　　究　　題　　目　　等
（国 際 研 究 集 会 等 名）
法 学 研 究 科 助教授 中　西　　　康
パ リ 第 ２ 大 学
（フランス共和国）
農 学 研 究 科 助　手 中　田　義　昭
カ セ サ ー ト 大 学
（タ イ 王 国）
情 報 学 研 究 科 助　手 木　庭　啓　介
ウッズホール海洋研究所
（アメリカ合衆国）
人 文 科 学 研 究 所 助　手 森　本　淳　生
近現代テクスト草稿研究所
（フランス共和国）
理 学 研 究 科 助　手 喜　田　昭　子 連 　 合 　 王 　 国 第18回国際結晶学会議
理 学 研 究 科 助　手 藤　本　　　聡 フ ラ ン ス 共 和 国 強相関フェルミン系に関する国際会議
理 学 研 究 科 助　手 張　　　秋　梅 ア イ ル ラ ン ド 国際放射線研究会議



































































医 学 部 附 属 病 院 助　手 高　橋　　　淳 ア メ リ カ 合 衆 国 細胞死に関するゴードン研究集会
工 学 研 究 科 助　手 長　田　孝　二 ア メ リ カ 合 衆 国 第１回乱流と剪断流国際シンポジウム
工 学 研 究 科 助　手 野　村　亮　二 オ ラ ン ダ 王 国
工 学 研 究 科 助教授 藤　原　健　史 オ ー ス ト ラ リ ア
工 学 研 究 科 講　師 谷　村　省　吾 ア メ リ カ 合 衆 国 ゲージ理論におけるゲージ不変な変数
人間･環境学研究科 助　手 荒　谷　邦　雄 イ　　　ン　　　ド 第26回国際動物行動学会大会
人間･環境学研究科 助　手 椎　名　　　隆 ア メ リ カ 合 衆 国 国際植物学会議
情 報 学 研 究 科 助　手 十　河　拓　也 中 華 人 民 共 和 国 第14回自動制御国際連盟世界大会
情 報 学 研 究 科 助　手 吉　村　哲　彦 連 　 合 　 王 　 国 明日の森林技術国際会議
防 災 研 究 所 助　手 寺　尾　　　徹 中 華 人 民 共 和 国 第３回 GEWEX国際会議
防 災 研 究 所 助　手 市　川　　　温 オ ー ス ト ラ リ ア 第２回水資源･環境研究に関する国際会議
防 災 研 究 所 助　手 武　藤　裕　則 オーストリア共和国 第28回国際水理学会全体会議
数 理 解 析 研 究 所 助　手 Garrigue, Jacques ア メ リ カ 合 衆 国 関数型プログラミング国際会議
原 子 炉 実 験 所 助　手 櫻　井　良　憲 ア イ ル ラ ン ド 第11回国際放射線影響学会
超高層電波研究センター 助　手 堀之内　　　武 ア メ リ カ 合 衆 国
理 学 研 究 科 助　手 小笠原　正　道 ア メ リ カ 合 衆 国 アメリカ化学会年会
理 学 研 究 科 助教授 田　上　高　広 オ ー ス ト ラ リ ア
医 学 研 究 科 助　手 北　田　一　博 ア メ リ カ 合 衆 国 第13回国際マウスゲノム会議
工 学 研 究 科 助　手 中　　　建　介 中 華 人 民 共 和 国 第６回太平洋高分子会議
農 学 研 究 科 助　手 木　岡　紀　幸 ア メ リ カ 合 衆 国 キーストーンシンポジウム
工 学 研 究 科 助教授 石　森　浩一郎 ア メ リ カ 合 衆 国 ゴードン国際会議「生体金属」
農 学 研 究 科 助　手 吉　永　郁　生 オ ー ス ト ラ リ ア 有害藻類ブルームに関する第９回国際会議
ウ イ ル ス 研 究 所 助　手 大　里　元　美 ア メ リ カ 合 衆 国 ラントドメイン会議
工 学 研 究 科 博士後期２年 吉　野　正　人 ア メ リ カ 合 衆 国
情 報 学 研 究 科 博士後期１年 王　　　輝　宇 中 華 人 民 共 和 国 第14回自動制御国際連盟世界大会
原 子 炉 実 験 所 博士後期１年 春　木　理　恵 ドイツ連邦共和国 メスバウアー効果の応用国際会議1999
文 学 研 究 科 博士後期３年 矢　橋　知　枝 ア イ ル ラ ン ド
経 済 学 研 究 科 博士後期３年 徳　丸　宜　穂 チ エ コ 共 和 国 欧州進化経済学会1999大会
派遣区分 所属部局等 職名等 氏　　　　名 主な訪問機関・国等
研　　究　　題　　目　　等








































派遣区分 所属部局等 職名等 氏　　　　名 主な訪問機関・国等
研　　究　　題　　目　　等
（国 際 研 究 集 会 等 名）
工 学 研 究 科 博士後期３年 JensF. Eschenbacher 中 華 人 民 共 和 国 21世紀におけるエネルギー環境シンポジウム
化 学 研 究 所 博士後期３年 桑　原　和　弘 ア メ リ カ 合 衆 国 アメリカ化学年次大会
防 災 研 究 所 博士後期３年 高　島　正　典 ニュージーランド 第12回世界地震工学会議
文 学 研 究 科 博士後期１年 林　　　のぞみ ア イ ル ラ ン ド 第34回国際英語教育学会年次会議
工 学 研 究 科 博士後期３年 松　見　紀　佳 中 華 人 民 共 和 国 第６回環太平洋高分子化学国際会議
農 学 研 究 科 博士後期１年 西　谷　　　豪 オ ー ス ト ラ リ ア 有害藻類ブルームに関する第９回国際会議
原 子 炉 実 験 所 助　手 日　野　正　裕 ア メ リ カ 合 衆 国
総 合 人 間 学 部 博士後期１年 山　口　　　威
フ ラ ン ス 共 和 国
ベ ル ギ ー 王 国
教 育 学 研 究 科 博士後期２年 秦　　　真理子 オ ー ス ト ラ リ ア
工 学 研 究 科 博士後期１年 小　坂　浩　司 ア メ リ カ 合 衆 国
人間 ･環境学研究科 博士後期１年 池　亀　　　彩 イ 　 ン 　 ド
博士後期２年 佐　藤　尚　子 タンザニア連合共和国
東南アジア研究センター 博士後期３年 島　上　宗　子 インドネシア共和国
文 学 研 究 科 博士後期１年 福　浦　一　男 フ ラ ン ス 共 和 国
工 学 研 究 科 博士後期３年 高　橋　栄　人
ア メ リ カ 合 衆 国
ドイツ連邦共和国
情 報 学 研 究 科 博士後期２年 劉　　　　　晨 中 華 人 民 共 和 国
人間 ･環境学研究科 博士後期１年 岩　谷　彩　子 イ 　 ン 　 ド
工 学 研 究 科 博士後期３年 ChongHon Shyan
マ レ ー シ ア
シンガポール共和国
農 学 研 究 科 博士後期３年 山　根　裕　子 タンザニア連合共和国
総 合 人 間 学 部 助教授 服　部　文　昭
ヘ ル シ ン キ 大 学
（フィンランド共和国）
理 学 研 究 科 助教授 杉　山　　　直
マックスプランク研究所
（ドイツ連邦共和国）
工 学 研 究 科 助教授 大　嶋　正　裕
カナダ国立研究所
（カ ナ ダ）
工 学 研 究 科 助教授 藤　井　　　栄
テ キ サ ス 大 学
（アメリカ合衆国）
人間 ･環境学研究科 教　授 後　藤　喬　雄
ヘルシンキ工科大学等
（フィンランド共和国等）
再 生 医 科 学 研 究 所 助教授 宮　本　正　章
マ イ ア ミ 大 学
（アメリカ合衆国）
食 糧 科 学 研 究 所 助教授 福　岡　伸　一
チューリヒ大学等



























ア ジ ア ･ ア フ リ カ















































派遣区分 所属部局等 職名等 氏　　　　名 主な訪問機関・国等
研　　究　　題　　目　　等
（国 際 研 究 集 会 等 名）
総 合 人 間 学 部 教　授 村　形　明　子
シ カ ゴ 大 学 等
（アメリカ合衆国）
総 合 人 間 学 部 助　手 内　藤　栄　一
カロリンスカ研究所
（スウェーデン王国）
理 学 研 究 科 助　手 西　　　亮　一
アルチェトリ天文台
（イタリ ア 共 和 国）
人 文 科 学 研 究 所 助　手 高　田　京比子
パ ド ヴ ァ 大 学 等
（イタリ ア 共 和 国）
経 済 研 究 所 教　授 岡　田　　　章
アムステルダム大学
（オ ラ ン ダ 王 国）
経 済 研 究 所 講　師 村　澤　康　友
ペンシルベニア大学
（アメリカ合衆国）
総 合 人 間 学 部 教　授 松　島　　　征
マルヌ・ラ・ヴァレー大学等
（フランス共和国等）
理 学 研 究 科 助　手 佐　藤　　　薫
ノースウエスト研究所
（アメリカ合衆国）
医 学 研 究 科 助　手 鍋　島　紀　滋
クィーンエリザベス病院
（連 合 王 国）
助教授 東　長　　　靖
オックスフォードイスラーム研究センター
（連 合 王 国）








農 　 学 　 部 ３回生 小野田　典　子
ウ プ サ ラ 大 学
［大学間協定校］
（スウェーデン王国）
農 　 学 　 部 ３回生 山　本　友　紀
ト ロ ン ト 大 学
〃
（カ　　ナ　　ダ）








文 学 研 究 科 博士後期２年 赤　羽　　　律
ウ ィ ー ン 大 学
〃
（オーストリア共和国）




法 　 学 　 部 ２回生 昇　　　正　剛
メ ル ボ ル ン 大 学
〃
（オーストラリア）
法 　 学 　 部 ３回生 大　槻　佑　子
タ フ ツ 大 学
〃
（アメリカ合衆国）





































ア ジ ア ・ ア フ リ カ













区　分 受　入　部　局 招へい学者名 国（地域）名・所属機関・職名 研　　究　　題　　目




原 子 炉 実 験 所 郭　　玉　君
文 学 研 究 科 Rajmund Mydel
理 学 研 究 科 Oleksandr Magner
理 学 研 究 科 C.Cohen-Tannoudji
医 学 研 究 科 申　　宰　昊
医 学 研 究 科 Ii-sei Watanabe
一　般 工 学 研 究 科 Thorsten Bach
工 学 研 究 科 Robert Law Wardlaw
人 文 科 学 研 究 所 Oliver James Moore
経 済 研 究 所 Martin J. Osborne
化 学 研 究 所 Marek Banasik
化 学 研 究 所 Silviu Olariu
化 学 研 究 所 Lech T. Baczewski国　際
共　同



































































派遣区分 所属部局等 職名等 氏　　名 主な訪問機関・国等
研　　究　　題　　目　　等
（国 際 研 究 集 会 等 名）
人間 ･環境学研究科 博士後期２年 安　藤　知　里
ミ ュ ン ヘ ン 大 学
［大学間協定校］
（ドイツ連邦共和国）
人間 ･環境学研究科 博士後期３年 梁　根　千夏子
フ ン ボ ル ト 大 学
〃
（ドイツ連邦共和国）




工 学 部 建 築 学 専 攻 文部技官 吉　田　亘　利
ラ ト ガ ー ス 大 学
（アメリカ合衆国）
文部技官 頓　宮　　　拓





工 学 研 究 科 文部技官 杉　山　文　子
オックスフォード大学等
（連 合 王 国）





















総　　　　長 長尾　　‚ 大　韓　民　国 慶北大学校
総　務　部
総　務　課 野中　定雄 大　韓　民　国 慶北大学校
秘 書 掛 長
ノッティンガム大学



































































開 講 日 講　　　師　　　名 テ ー マ
５月15日 理 学 研 究 科　教　授　柴田　一成　活動する宇宙
５月22日 アジア・アフリカ地域研究研究科 教　授　掛谷　　誠　アフリカ地域研究と国際協力
５月29日 生 命 科 学 研 究 科　教　授　中西　重忠　脳の機能としくみ
６月５日 食 糧 科 学 研 究 所　教　授　村田　幸作　 21世紀に何を食べるか―遺伝子組換え食品―
６月12日 文 学 研 究 科　助教授　水谷　雅彦　電子ネットワーク時代の情報倫理学
水曜講義
開 講 日 講　　　師　　　名 テ ー マ
５月17日 防 災 研 究 所　教　授　林　　春男　震災復興と生活再建
５月24日 法 学 研 究 科　教　授　初宿　正典　情報公開と個人情報保護
５月31日 文 学 研 究 科　教　授　上原　真人　瓦屋根の風景
６月７日 医 学 研 究 科　教　授　一山　　智　もう一度結核をみなおそう
６月14日 農 学 研 究 科　教　授　上野　民夫　植物保護と化学技術　―その光と影―
◯ 受講定員　180人（本学受講者の定員枠30人）
◯ 受講資格　特に問いません。
◯ 受 講 料　無　料　
◯ 申込方法 本学教職員及び学生が受講を希望する場合は，所属部局の事務担当掛へお申し込みくだ
さい。
◯　申込締切日　５月８日（月）
◯　問い合わせ先　研究協力部研究協力課（TEL 075-753-2041）
公開講座
865
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―終了報告―
教育学研究科附属臨床教育実践研究センター
第３回リカレント教育講座　「心の教育」を考える
－不登校・学級崩壊の心理臨床から－　
学校教育現場での教育相談従事者を対象に専門的な研修を行う本講座も，今回で３回目を迎えた。今回は，
増え続ける不登校に加えて近年大きな問題となっている学級崩壊をテーマに取り上げたが，反響が非常に大
きく，申込数が定員を大幅に上回ったため，定員を増員して対応した。当日は，現職教諭・教育センター職
員・スクールカウンセラーらを中心に120人が参加。参加者の実際の経験に基づく事例研究と，臨床心理学や
教育社会学など多様な側面から学級崩壊を考えるシンポジウムが行われ，活発な討論が展開された。
日時・講師等は以下のとおり。
２月18日（金） 13：00～17：00
事例研究
「不登校・学級崩壊等の個別の事例から学ぶ」
〈講師〉第１分科会
鵜養　美昭（日本女子大学教授）
東山　紘久（京都大学教授）
第２分科会
砂田　良一（金沢大学教授）
伊藤　良子（京都大学教授）
第３分科会
徳田　仁子（札幌国際大学短期大学部助教授）
岡田　康伸（京都大学教授）
第４分科会
山中　康裕（京都大学教授）
藤原　勝紀（京都大学教授）
２月19日（土） ９：00～12：00
シンポジウム
「学級崩壊を考える」
〈シンポジスト〉
「学級崩壊と教師」
近藤　邦夫 （東京大学教授）
「学級崩壊の実態とその背景」
松浦　善満 （和歌山大学教授）
「学級崩壊とスクールカウンセラー」
鵜養　美昭（日本女子大学教授）
〈指定討論者〉 山中　康裕 （京都大学教授）
〈司　　　会〉 藤原　勝紀 （京都大学教授）
（大学院教育学研究科）
話題
長尾総長が課外活動団体を激励
２月28日（月）の昼休み，長尾　‚総長は課外活
動で活躍してきた学生団体及び平成11年度に優秀な
成績を収めた個人やクラブの代表11人を招待し，こ
れまでの活動を称えるとともに，今後の活躍を激励
した。これは今回，初めて企画されたものである。
今回の激励会には，入学式や卒業式で学歌等を演
奏している音楽部交響楽団の総務，幾多の輝かしい
戦績を残してきたアメリカンフットボール部の主
将，昨年の全日本学生フィールドアーチェリー選手
権大会で優勝し京都市スポーツ大賞を受賞したアー
チェリー部の選手，関西アンサンブルコンテスト
（大学の部）のサクソホーン四重奏で今年の関西代
表に選出された吹奏楽団部員など，文化系５団体
（応援団，音楽部交響楽団，吹奏楽団，将棋部，囲
碁部），体育系６団体（アメリカンフットボール部，
866
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り，はじめは緊張ぎみであった学生もしだいにほぐ
れ，学生からは，総長自筆の「捲土重来」をユニホ
ームに縫い込みたい，課外活動施設を改修してほし
いなど，種々の要望が出され，終始，爽やかで和や
かな激励会となった。
アーチェリー部，ウインドサーフィン部，相撲部，
ライフル射撃部，陸上競技部）の学生が出席した。
長尾総長が，学生一人一人に気さくにクラブ活動
や競技のことなどについて質問し，また，元体育会
会長でもあった宮崎　昭副学長の豊富な話題も加わ
お知らせ
平成12年３月１日付けで財団法人京都大学後援会の寄附行為の一部が改正され，財団法人の名称が，「京都
大学後援会」から「京都大学教育研究振興財団」に改められた。
財団法人京都大学後援会の寄附行為の一部改正
京大病院では，３月17日（金）夕方，『春・ほの
ぼのコンサート』を，新装になった新外来棟アトリ
ウムホール１階フロアーに特設ステージを設け開催
した。
コンサートは，本田孔士病院長の挨拶に始まり，
院内学級児童生徒による歌と演奏，院内ボランティ
アグループ「あんさんぶるブンブン」によるコーラ
ス，本学音楽部交響楽団有志による弦楽四重奏など
多彩な出演者，盛り沢山なプログラム内容で実施さ
れた。
この間，参加者みんなで合唱する曲も加えられ，
吹き抜けのアトリウムホールの２階，３階からの立
ち見も含め，入院患者さん約300人から盛んな拍手
が送られていた。
このコンサートは，入院患者さんへ“憩いのひと
とき”を提供するため，平成７年から毎年，事務部，
看護部による実行委員会が企画している手作りのイ
ベントで，京大病院の恒例行事となっている。
（医学部附属病院）
京大病院で『春・ほのぼのコンサート』を開催
